
第５章 地域貢献・情報発信及び管理・運営 

第１節 地域貢献・情報発信 

１. 現状の説明

（１） 公開講座及び一日体験入学

 本研究科及び本学部の研究成果を広く社会に還元する地域貢献の方法は，本来多様

であり，すでに述べてきたように，21 世紀科学プロジェクト群の活動のいくつかは，

社会貢献の意義をもったものも少なくない。また本学の教員・職員が一市民として行

っている活動もある。その意味で本章において点検・評価した公開講座と一日体験入

学は，本研究科及び本学部の地域貢献の一部であることを最初に断っておきたい。 

公開講座のテーマは，平成 24 年度は各プログラムが，平成 25 年度からは各教育領

域がローテーションで担当することにしている。そのテーマは，広く市民の関心を呼

ぶように工夫しており，平成 24 年度は「こころを科学する」，平成 25 年度は「切り拓

く英語の世界」，平成 26 年度は「身近な物理学から最先端の物質科学へ」と「日本の

美学と芸術」であった。担当教員及び参加者数などは表 5-1-1 のとおりである。 

また一日体験入学は，本学部を受験することを希望している高校生への広報活動と

いう意味だけでなく，広く一般社会人にも門戸を開き，社会貢献のひとつとしての意

味も持っている。その呼びかけ文には「あなたも，知的エネルギーの渦巻くこの学部

独特の熱い雰囲気を体験してみませんか？」とあり，本学部のユニークさを理解して

もらうことを第一の目的としている。 

一日体験入学の参加者は，まず全員が理系教員と文系教員各１名による「講義」を

受講し，その後，複数開講されているセミナーの中から，参加者が１つのセミナーを

選んで聴講する。平成 24 年度には 10 の教育プログラムのうちから５つのプログラム

の教員がセミナーを開講し，平成 25 年度からは３つの教育領域から各２名の教員がセ

ミナーを開講している。平成 24～26 年度の実施状況は表 5-1-2 のとおりである。

（２） 広報活動

広報・出版委員会は，中期目標・中期計画・年度計画にも掲げているとおり，平成

24～26 年度において，本学部・本研究科所属教員の教育研究活動などに関する情報を，

出版物，ホームページなどを通じて積極的に発信してきた。 

出版物は，例年どおり，①研究成果及び学位取得者の要旨を掲載する年１回の研究

科紀要（３分冊），年１冊刊行の叢書インテグラーレ，②必要な改訂を施した年１回の

学部広報誌『無限への挑戦』及び大学院研究科案内，③学部学生が編集を担当する年

２回発行の『飛翔』である。 

なお，ホームページについては，レイアウト及び項目などの見直しを適宜行い，改

善に努めるとともに，最新情報の提供を行っている。 

２. 点検・評価

（１） 公開講座及び一日体験入学
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１）効果があがっている事項 

 公開講座は，社会貢献を主たる目的としており，さらに一日体験入学は受験生へ

の情報提供という意味も併せ持っている。参加者のアンケート結果からは，「専門分

野の先生の話が聞けてよかった」，「新しい知見が得られた」，「総合科学部では色々

な領域のことが学べることがわかった」等のポジティブなコメントがあり，総じて

好評である。 

２）改善すべき事項 

 公開講座については，「講義時間が短かった」，「かけ足状態になるのが少し残念だ

った」とのコメントがあり，講義時間及び回数については検討が必要であろう。 

 一日体験入学でのアンケート結果から，参加理由の大部分を「教養を得ること」

と「総合科学部を知ること」が占めていることから，教養を高めるものと総合科学

部を紹介する内容のものをより多く取り入れるプログラムを組む必要がある。 

 

（２） 広報活動 

１）効果があがっている事項 

広報誌は，高等学校などに配付するとともに，入試説明会，オープンキャンパス

などで活用され，本学部・本研究科の教育研究活動の広報に寄与している。また叢

書インテグラーレは，専門的な内容を平易に表現することを目指した教養書であり，

その普及は地域貢献に資するものである。 

２）改善すべき事項 

広報活動は，短期的に志願者増加に結びつくものでは必ずしもない。しかしなが

ら，利用者の利便性からも必要な検証を行い，他委員会と連携しながら，必要な情

報をより効果的に発信していく必要がある。 

 

３. 今後の方針 

公開講座及び一日体験入学については，講義やセミナーを担当する教員に一任してい

る面が多いので，企画そのものの統一性や市民に向けてのアピール度について，より組

織的に検討する必要がある。また一日体験入学については，その位置づけについてより

細やかな講義を重ねながら，一層充実したものとすることが必要であろう。 

研究科長室と連携しながら，出版物，ホームページの PDCA を継続することが大切であ

ろう。紀要や叢書インテグラーレについては，その普及に努め，その価値を広く理解し

てもらう必要がある。ホームページについては，コンテンツの見直し等を行い，戦略的

に活用することが重要になろう。 
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図5-2-1　運営組織図（平成24年4月1日～平成27年3月31日）

＊
((5)事務組織を参照)

支援室長

研究科長室会議

研究科長補佐・学部長補佐（高大連携担当）

研究科長補佐・学部長補佐（教養教育担当）

副研究科長・副学部長（大学院担当）

副研究科長・副学部長（学術・社会連携担当）

副研究科長・副学部長（総務担当）

研究科長補佐・学部長補佐（評価担当）

学生支援グループ

運営支援グループ

平成26年6月1日からグループ制を廃止

（総合科学研究科長室）

（支援室）

教授会 代議員会

教員会

部門運営会議副研究科長・副学部長（学部担当 ）

研究科長・学部長

第２節 管理・運営 

１. 現状説明

（１）運営組織

 国立大学の法人化に伴い，法人化後は，部局長の権限と責任に基づく迅速かつ的確

な組織運営体制を構築するとともに，教員の管理運営に関わる業務を削減し，可能な

限り教育活動，研究活動に専念できる新しい運営組織が目指され，現在は下図のよう

になっている。 

本研究科では「部局における重要事項について企画立案等を行い，部局長を直接的

に支援する組織」（広島大学部局運営規則第 6条）として研究科長室を設置している。

そのメンバーは「室長である研究科長，副研究科長，研究科長補佐及び研究科長が必

要と認めた者で構成」（広島大学大学院総合科学研究科・総合科学部運営内規第 8 条）

し，その職掌を「広島大学大学院総合科学研究科長室運営細則」において，次のよう

に定めている。 

(1) 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画に関すること。

(2) 教授会等の審議に関すること。

(3) 教育活動，研究活動及び社会貢献活動に関すること。

(4) 国際交流に関すること。

(5) 人的資源，物的資源及び財的資源の活用に関すること。
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(6) 規則等の制定及び改廃に関すること。

(7) 危機管理及び安全衛生管理に関すること。

(8) 情報ネットワーク及び情報セキュリティーに関すること。

(9) 教育研究活動等の点検・評価・改善及び公表に関すること。

(10) 広報及び構成員の意見聴取に関すること。

(11) その他研究科長室の目的を達成するために必要な業務

 研究科長室は，本研究科及び本学部における業務の企画・立案及び執行する役割を

担っているため，研究科長室会議を週１回程度開催し，運営などに関する事項を審議・

検討している。 

（２）審議機関

 広島大学部局運営規則第 11 条に基づき，広島大学大学院総合科学研究科・総合科学

部運営内規第 9 条で「教授会は，研究科教授会及び学部教授会とする」と定めるとと

もに，教授会の運営に関し必要な事項は，次の広島大学大学院総合科学研究科教授会

内規及び広島大学総合科学部教授会内規において定めている。 

広島大学部局運営規則（抄） 

（教授会） 

第 11 条 部局に，審議機関として教授会を置く。 

2 （略） 

3 教授会は，当該部局における次の事項を審議する。 

(1) 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画における教育，研究及び社

会貢献活動に関する事項 

(2) 教員の人事に関する事項

(3) 学生の受入れと身分に関する事項

(4) 学位の授与に関する事項

(5) 教育課程に関する事項

(6) 研究活動に関する事項

(7) 社会貢献活動に関する事項

(8) 諸規則の制定及び改廃に関する事項

(9) その他部局長が必要と認めた事項

広島大学大学院総合科学研究科教授会内規（抄） 

（審議事項） 

第 3条 教授会は，次に掲げる事項を審議する。 

(1) 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画における教育，研究及び

社会貢献活動に関する事項 

(2) 教員の人事に関する事項

(3) 学生の受入れと身分に関する事項
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(4) 学位の授与に関する事項 

(5) 教育課程に関する事項 

(6) 研究活動に関する事項 

(7) 社会貢献活動に関する事項 

(8) 諸規則の制定及び改廃に関する事項 

(9) その他研究科長が必要と認めた事項 

  （略） 

 

第 9 条 教授会は，次に掲げる事項の審議を代議員会に付託する。 

(1) 教員の人事に関する事項(専任教員の採用，昇任及び懲戒に関する事項を除

く。) 

(2) 学生の受入れと身分に関する事項(学生の入学及び懲戒に関する事項を除

く。) 

(3) 学位の授与に関する事項(博士の学位審査に関する事項を除く。) 

(4) 教育課程に関する事項 

(5) 研究活動に関する事項 

(6) 社会貢献活動に関する事項 

(7) 諸規則の制定及び改廃に関する事項 

(8) その他研究科長が必要と認めた事項 

 

広島大学大総合科学部教授会内規（抄） 

（審議事項） 

第 3条 教授会は，次に掲げる事項を審議する。 

(1) 長期的な目標，中期目標・中期計画及び年度計画における教育，研究及び

社会貢献活動に関する事項 

(2) 教員の人事に関する事項 

(3) 学生の受入れ及び身分に関する事項 

(4) 学位の授与に関する事項 

(5) 教育課程に関する事項 

(6) 社会貢献活動に関する事項 

(7) 諸規則の制定及び改廃に関する事項 

(8) その他学部長が必要と認めた事項 

 

 各々の教授会又は代議員会においては，審議事項について，月１回程度開催し審

議しており，部局の審議機関としての役割を適切に果たしている。  

  

（３）各種委員会 

本研究科・本学部の運営のために表 5-2-1 に示したような委員会を設けている。 

なお，本報告書のかなりの部分は，これらの委員会の点検・評価に基づいている。 
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（４）教員組織 

 広島大学の講座，学科目，部門，研究部門等及び診療科等規則第 2 条第 2 項「大学

院の研究科に，講座を置く」に基づき，本研究科総合科学専攻に５つの基幹講座（行

動科学講座，人間文化研究講座，環境自然科学講座，社会文明研究講座，地域研究講

座）と１つの協力講座（情報システム研究講座）を置き，専任教員を配置している。 

 また，本学部においては，広島大学の講座，学科目，部門，研究部門等及び診療科

等規則第 2条第 1項「学部に，学科目を置く」に基づき，総合科学科に 10 の学科目（地

域文化学科目，社会文化学科目，人間文化学科目，言語文化学科目，行動科学科目，

スポーツ科学科目，生命科学科目，数理情報科学科目，総合物理科学科目，自然環境

科学科目）を置き，10 の主専攻プログラムを設置してきた。平成 25 年度からは教育

プログラムの再編を行い，１プログラムとし，学部教育を行うために，学部併任教員

を配置している。 

 研究科・学部の教員の配置については，各々の教育理念・目標を達成するためには，

以前は適切な配置であったが，本学における教員人件費ポイントの２％減を踏まえれ

ば，教員数は減少を辿るばかりである。教員組織の構成が適切か否かの判断は困難で

あるが，組織の見直しなども含め教員の組織構成を随時検討する必要が生じている。 

 

（５）事務組織 

 法人化に伴い従来の部局事務室を見直し，部局における重要事項について企画立案

及び業務を執行し，部局長を直接的に支援する組織として部局長室（総合科学研究科

長室）を置き，また，部局の運営を円滑に行うための教育研究学生等支援組織として

支援室（総合科学研究科支援室）を配置した。 

 なお，事務組織は，業務の効率的な遂行や人件費削減等の観点から随時見直されて

いる。変更経緯は次のとおりである。 

  平成 18 年４月１日 教育研究学生支援室が「支援室」に名称変更 

  平成 21 年４月１日 副研究科長（総務担当）は，支援室長をもって充てること

とされた。 

             部局長支援グループと教育研究活動支援グループを見直し，

「運営支援グループ」に名称変更 

  平成 22 年４月１日 学生支援グループの職員が教育室所属から総合科学研究科

所属に変更 

平成 26 年６月１日 運営支援体制の見直しにより，東広島地区運営支援部総合

科学研究科支援室に名称変更 

 運営支援体制の再編に伴い，財務関係業務を「共通事務室」

に集約 

 

平成 27 年３月 31 日現在の支援室の構成は，図 5-2-2 のとおりである。 
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支援室長
（副研究科長（総務担当））

主査（総務・評価主担当）・室員

主査（人事・服務主担当）・室員

主査（大学院課程主担当）・室員

主査（学生生活支援主担当）

副室長

副室長

主査（学士課程主担当）・室員

図 5-2-2  

 

（６）予算・決算 

 本研究科の予算については，毎年度，予算配分要項（財務委員会，研究科長室会議

で審議）を定め，教育経費，研究経費，教育研究経費，非常勤教員人件費，非常勤職

員人件費（平成 25，26 年度は予算措置していない。），管理的経費により編成を行って

いる。 

 学士課程基盤教育費は，教員現員数に基づき各講座へ比例配分，教育研究基盤経費

（大学院積算分）は，大学院生の海外発表支援経費として一部控除後，主指導教員へ

配分し，学生の指導環境を整えている。教育研究基盤経費（研究費積算分）は，実験

系，非実験系の積算単価どおりに教員へ配分し，教員の研究環境などの整備を行って

いる。 

 また，研究科独自プロジェクト（21 世紀科学プロジェクト群，総合科学推進プロジ

ェクト）については，各年度とも部局長裁量経費から措置を行い，新たに発展するプ

ロジェクトの支援を行っている。さらに，文理融合型リサーチマネージャー養成プロ

グラムについては，文部科学省の支援期間終了後（平成 21 年度）も，部局長裁量経費

で運営費を措置し，支援を行っている。 

 なお，経費の執行については，毎年度各経理単位の責任者が，責任をもって，単年

度で執行したり，総枠予算の利点を活かしたりして，複数年の計画的執行を行ってい

る（詳細については章末の表 5-2-2 を参照のこと）。 

 

２. 点検・評価 

 役職員などは本章末の表 5-2-3 を参照されたいが，本研究科・本学部の全教職員は，

全学の規則に従い運営のために必要な組織を整備し，絶えざる点検・評価活動を通じて，

自己改革を行ってきた。例えば研究科長室会議は，平成 24 年度 37 回，平成 25 年度 44

回，平成 26 年度は 47 回と精力的に企画・立案に努めてきた。また，教授会構成員のコ

ンセンサスを得るべく，研究科教授会は毎年 20 回以上，学部教授会も 10 回以上開催す

るなど丁寧な審議を続けてきた（表 5-2-4 を参照のこと）。本研究科・本学部独自のファ
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カルティ・ディベロプメント（FD）も積極的に開催しており，教員の知見を深めるとと

もに，改革のための意識を高めた（表 5-2-5）。こうした点検活動の結果として，平成 25

年度入学生から，10 教育プログラムを改めて， 1 教育プログラムに変更している。 

 

３. 今後の方針・課題など 

 大学改革の促進，スーパーグローバル大学創成事業（SGU 事業）及び研究大学強化促

進事業（RU 事業）の遂行に伴い，部局レベルでも大きな変革が求められる可能性が高い。

今後も，常に状況を的確に把握し，研究科長室会議及び教授会で適切な対応を考える必

要がある。 

このような時局に当たり，部局構成員の意識を高めるという点から，FD 活動がこれま

で以上に重要になる。教員の FD への出席率は必ずしも高いとは言えないが，今後は，教

員一人ひとりが部局の発展のために自覚的に取り組む必要があり，FD の内容を一層吟味

するとともに，全構成員が参加するような取組が必要となろう。 
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表5-2-1　各種委員会委員名簿

平成24年度

研究科代議員会 評価委員会

研究科長 吉 田 光 演 委員長 水 羽 信 男

副研究科長 (学術・社会連携担当) 岩 永 誠 委員 人間科学部門　　　（部門長） 髙 橋 憲 雄

副研究科長 (大学院担当) 山 﨑 岳 人間科学部門 長 谷 川 博

副研究科長 (学部担当) 和 田 正 信 環境科学部門　　　（部門長） 於 保 幸 正

副研究科長 （総務担当） 嶋 市 敬 環境科学部門 近 堂 徹

研究科長補佐 吉 村 慎 太 郎 文明科学部門　　　（部門長） 三 木 直 大

研究科長補佐 水 羽 信 男 文明科学部門 青 木 利 夫

研究科長補佐 畠 中 憲 之 研究科長補佐 水 羽 信 男

（部門長） 人事委員会選出 山 﨑 昌 廣

人間科学部門 髙 橋 憲 雄 教務委員会選出 船 瀬 広 三

環境科学部門 於 保 幸 正 21世紀科学プロジェクト委員会選出 平 手 友 彦

文明科学部門 三 木 直 大 プログラム委員会選出 橋 原 孝 博

（講座主任） 支援室長 嶋 市 敬

行動科学講座 古 川 康 雄

人間文化研究講座 安 仁 屋 宗 正 研究倫理委員会

環境自然科学講座 開 發 一 郎 委員長 橋 原 孝 博

情報システム研究講座 中 村 純 委員 人間科学部門 堀 江 剛

社会文明研究講座 秋 葉 節 夫 環境科学部門 日 下 部 眞 一

地域研究講座 長 田 浩 彰 文明科学部門 佐 藤 正 樹

（委員長） 研究科長が必要と認めた者 杉 浦 義 典

人事委員会委員長 宇 田 川 眞 行

教務委員会委員長 山 﨑 岳 財務委員会

21世紀科学プロジェクト委員会委員長 佐 竹 昭 委員長 市 川 浩

広報・出版委員会委員長 髙 谷 紀 夫 委員 岩 永 誠

行動科学講座 磨 井 祥 夫

人間文化研究講座 谷 本 秀 康

人事特別委員会 環境自然科学講座 戸 田 昭 彦

委員長 （副研究科長） 岩 永 誠 情報システム研究講座 岸 塲 清 悟

委員 （副研究科長） 山 﨑 岳 社会文明研究講座 李 東 碩

（副研究科長） 和 田 正 信 地域研究講座 布 川 弘

（副研究科長） 嶋 市 敬

人事委員会委員長 宇 田 川 眞 行 広報・出版委員会

人事委員会委員(教授会選出) 坂 田 省 吾 委員長 髙 谷 紀 夫

人事委員会委員(教授会選出) 佐 藤 正 樹 委員 人間科学部門 佐 藤 明 子

人事委員会委員(教授会選出) 戸 田 昭 彦 人間科学部門 山 﨑 昌 廣

人事委員会委員(教授会選出) 三 木 直 大 人間科学部門 河 本 真 理

環境科学部門 小 野 寺 真 一

人事委員会 環境科学部門 鈴 木 俊 哉

委員長 （2次選挙） 宇 田 川 眞 行 環境科学部門 フンク，カロリン

委員 （教授会選出） 坂 田 省 吾 文明科学部門 平 手 友 彦

（教授会選出） 佐 藤 正 樹 文明科学部門 崔 真 碩

（教授会選出） 戸 田 昭 彦 文明科学部門 隠 岐 さ や 香

（教授会選出） 三 木 直 大 数理情報科学プログラム 市 原 直 幸

教務委員会委員長 山 﨑 岳

佐 竹 昭

プログラム委員会委員長 和 田 正 信

行動科学講座 山 﨑 昌 廣

人間文化研究講座 青 木 孝 夫

環境自然科学講座 開 發 一 郎

情報システム研究講座 西 村 浩 二

社会文明研究講座 早 瀬 光 司

地域研究講座 安 野 正 明

 21世紀科学プロジェクト委員会委員長

副研究科長(学術・社会連携)
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教務委員会 研究科入学試験合格者判定委員会

委員長 山 﨑 岳 委員長 （研究科長） 吉 田 光 演

委員 人間科学部門長 髙 橋 憲 雄 委員 (副研究科長(大学院)，教務委員長) 山 﨑 岳

環境科学部門長 於 保 幸 正 （部門長）

文明科学部門長 三 木 直 大 人間科学部門 髙 橋 憲 雄

生命科学研究領域主任 浮 穴 和 義 環境科学部門 於 保 幸 正

人間行動研究領域主任 坂 田 省 吾 文明科学部門 三 木 直 大

身体運動科学研究領域主任 船 瀬 広 三 入学試験委員会 （委員長） 浴 野 稔 一

言語研究領域主任 井 上 永 幸 入試委員会委員 生命科学研究領域 山 﨑 岳

人間存在研究領域主任 青 木 孝 夫 人間行動研究領域 入 戸 野 宏

自然環境研究領域主任 奥 田 敏 統 身体運動科学研究領域 関 矢 寛 史

総合物理研究領域主任 東 谷 誠 二 言語研究領域 町 田 章

情報システム環境研究領域主任 稲 垣 知 宏 人間存在研究領域 桑 島 秀 樹

社会環境研究領域主任 西 村 雄 郎 自然環境研究領域 佐 藤 高 晴

文明史基礎研究領域主任 武 田 紀 子 総合物理研究領域 荻 田 典 男

地域研究領域主任 田 中 暁 情報システム環境研究領域 田 島 浩 一

21世紀科学プロジェクト委員会委員長 佐 竹 昭 社会環境研究領域 山 﨑 修 嗣

文明史基礎研究領域 長 坂 格

国際交流委員会 地域研究領域 荒 見 泰 史

委員長 坂 田 省 吾 委員長推薦 佐 竹 昭

委員 教務委員会選出 坂 田 省 吾

教務委員会選出 武 田 紀 子 21世紀科学プロジェクト委員会

プログラム委員会選出 淺 野 敏 久 委員長 佐 竹 昭

プログラム委員会選出 海 堀 正 博 委員 (副研究科長(大学院)，教務委員長) 山 﨑 岳

留学生担当教員 河 本 尚 枝 言語と情報研究プロジェクト 安 仁 屋 宗 正

広島大学留学交流プログラム部会委員 小 川 泰 生 リスク研究プロジェクト 堀 江 剛

文明と自然研究プロジェクト 佐 竹 昭

就職委員会 資源エネルギー研究プロジェクト 佐 藤 高 晴

委員長 海 堀 正 博 平和科学研究プロジェクト 布 川 弘

委員 人間科学部門 坂 田 桐 子 教養教育研究開発プロジェクト 平 手 友 彦

環境科学部門 佐 々 木 宏

文明科学部門 西 佳 代 リサーチマネージャー養成プログラム運営委員会

地域文化プログラム　 フ ン ク ， カ ロ リ ン 委員長 布 川 弘

社会文化プログラム　 町 田 宗 鳳 委員 安 仁 屋 宗 正

人間文化プログラム　 辻 学 岩 永 誠

言語文化プログラム　 谷 本 秀 康 佐 竹 昭

行動科学プログラム　 坂 田 桐 子 戸 田 昭 彦

スポーツ科学プログラム 船 瀬 広 三 中 村 純

生命科学プログラム　 浮 穴 和 義 堀 江 剛

数理情報科学プログラム 今 野 均 町 田 宗 鳳

総合物理プログラム　 畠 中 憲 之 山 﨑 岳

自然環境科学プログラム 山 田 俊 弘 吉 田 光 演

青 木 利 夫

研究科入学試験委員会 淺 野 敏 久

委員長 浴 野 稔 一 稲 垣 知 宏

委員 生命科学研究領域 山 﨑 岳 小 野 寺 真 一

人間行動研究領域 入 戸 野 宏 佐 藤 高 晴

身体運動科学研究領域 関 矢 寛 史

言語研究領域 町 田 章

人間存在研究領域 桑 島 秀 樹

自然環境研究領域 佐 藤 高 晴

総合物理研究領域 荻 田 典 男



プログラム委員会 学部入学試験合格者判定委員会

委員長 和 田 正 信 委員長 （学部長） 吉 田 光 演

委員 地域文化プログラム　 淺 野 敏 久 委員 (副学部長(学部)，プログラム委員長) 和 田 正 信

地域文化プログラム　 要 田 圭 治 地域文化プログラム主任　 淺 野 敏 久

社会文化プログラム　 西 村 雄 郎 社会文化プログラム主任 西 村 雄 郎

社会文化プログラム　 中 坂 恵 美 子 人間文化プログラム主任 堀 江 剛

人間文化プログラム　 堀 江 剛 言語文化プログラム主任 山 田 純

人間文化プログラム　 千 川 哲 生 行動科学プログラム主任 林 光 緒

言語文化プログラム　 山 田 純 スポーツ科学プログラム主任 橋 原 孝 博

言語文化プログラム　 柴 田 美 紀 生命科学プログラム主任 石 田 敦 彦

行動科学プログラム　 林 光 緒 数理情報科学プログラム主任 栗 田 多 喜 夫

行動科学プログラム　 岩 田 賢 司 総合物理プログラム主任 石 坂 智

スポーツ科学プログラム 橋 原 孝 博 自然環境科学プログラム主任 久 我 ゆ か り

スポーツ科学プログラム 関 矢 寛 史 入学試験委員会委員長 岡 本 勝

生命科学プログラム　 石 田 敦 彦 委員 地域文化プログラム　 的 場 い づ み

生命科学プログラム　 斎 藤 祐 見 子 社会文化プログラム　 材 木 和 雄

数理情報科学プログラム 栗 田 多 喜 夫 人間文化プログラム　 島 谷 謙

数理情報科学プログラム 飯 間 信 言語文化プログラム　 盧 濤

総合物理プログラム　 石 坂 智 行動科学プログラム　 浦 光 博

総合物理プログラム　 宗 尻 修 治 スポーツ科学プログラム 長 谷 川 博

自然環境科学プログラム 久 我 ゆ か り 生命科学プログラム　 河 原 明

自然環境科学プログラム 海 堀 正 博 数理情報科学プログラム 島 唯 史

総合物理プログラム　 田 口 健

自然環境科学プログラム 隠 岐 さ や 香

学部入学試験委員会

委員長 岡 本 勝 学部卒業者判定委員会

委員 地域文化プログラム　 的 場 い づ み 委員長 （学部長） 吉 田 光 演

社会文化プログラム　 材 木 和 雄 委員 (副学部長(学部)，プログラム委員長) 和 田 正 信

人間文化プログラム　 島 谷 謙 地域文化プログラム主任　 淺 野 敏 久

言語文化プログラム　 盧 濤 社会文化プログラム主任 西 村 雄 郎

行動科学プログラム　 浦 光 博 人間文化プログラム主任 堀 江 剛

スポーツ科学プログラム 長 谷 川 博 言語文化プログラム主任 山 田 純

生命科学プログラム　 河 原 明 行動科学プログラム主任 林 光 緒

数理情報科学プログラム 島 唯 史 スポーツ科学プログラム主任 橋 原 孝 博

総合物理プログラム　 田 口 健 生命科学プログラム主任 石 田 敦 彦

自然環境科学プログラム 隠 岐 さ や 香 数理情報科学プログラム主任 栗 田 多 喜 夫

総合物理プログラム主任 石 坂 智

自然環境科学プログラム主任 久 我 ゆ か り

放射性同位元素委員会

委員長 放射線取扱主任者 山 﨑 岳

委員 副研究科長（学術・社会連携担当） 岩 永 誠

行動科学講座 石 原 康 宏

環境自然科学講座選出 梶 原 行 夫

放射線取扱副主任者 櫻 井 直 樹

放射線障害防止管理者 嶋 市 敬

※上段はプログラム主任
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安全衛生委員会

委員長 平 山 恭 之

委員 杉 浦 義 典

根 平 達 夫

桑 島 秀 樹

田 口 健

平 山 恭 之

河 本 尚 枝

千 川 哲 生

森 本 康 彦

山 﨑 岳

竹 田 一 彦
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平成25年度

研究科代議員会 評価委員会

研究科長 吉 田 光 演 委員長 水 羽 信 男

副研究科長 (学術・社会連携担当) 岩 永 誠 委員 人間科学部門　　　（部門長） 髙 橋 憲 雄

副研究科長 (大学院担当) 山 﨑 岳 人間科学部門　　 長 谷 川 博

副研究科長 (学部担当) 和 田 正 信 環境科学部門　　　（部門長） 畠 中 憲 之

副研究科長 （総務担当） 木 船 直 人 環境科学部門　 近 堂 徹

研究科長補佐 吉 村 慎 太 郎 文明科学部門　　　（部門長） 三 木 直 大

研究科長補佐 水 羽 信 男 文明科学部門　 青 木 利 夫

研究科長補佐 畠 中 憲 之 研究科長補佐 水 羽 信 男

（部門長） 人事委員会選出 山 﨑 昌 廣

人間科学部門 髙 橋 憲 雄 教務委員会選出 船 瀬 広 三

環境科学部門 畠 中 憲 之 平 手 友 彦

文明科学部門 三 木 直 大 教育領域委員会選出 材 木 和 雄

（講座主任） 支援室長 木 船 直 人

行動科学講座 古 川 康 雄

人間文化研究講座 安 仁 屋 宗 正 研究倫理委員会

環境自然科学講座 開 發 一 郎 委員長 山 﨑 昌 廣

情報システム研究講座 中 村 純 委員 人間科学部門 堀 江 剛

社会文明研究講座 秋 葉 節 夫 環境科学部門 山 田 俊 弘

地域研究講座 長 田 浩 彰 文明科学部門 崔 真 碩

（委員長） 研究科長が必要と認めた者 小 川 景 子

人事委員会委員長 宇 田 川 眞 行

教務委員会委員長 山 﨑 岳 財務委員会

21世紀科学プロジェクト委員会委員長 佐 竹 昭 委員長 市 川 浩

広報・出版委員会委員長 髙 谷 紀 夫 委員 岩 永 誠

行動科学講座 浮 穴 和 義

人間文化研究講座 河 本 真 理

人事特別委員会 環境自然科学講座 戸 田 昭 彦

委員長 岩 永 誠 情報システム研究講座 長 登 康

委員 副研究科長（大学院担当） 山 﨑 岳 社会文明研究講座 李 東 碩

副研究科長（学部担当） 和 田 正 信 地域研究講座 布 川 弘

副研究科長（総務担当） 木 船 直 人

人事委員会委員長 宇 田 川 眞 行 広報・出版委員会

人事委員会委員(教授会選出) 坂 田 省 吾 委員長 髙 谷 紀 夫

人事委員会委員(教授会選出) 佐 藤 正 樹 委員 人間科学部門 佐 藤 明 子

人事委員会委員(教授会選出) 戸 田 昭 彦 人間科学部門 鎌 田 勇

人事委員会委員(教授会選出) 三 木 直 大 人間科学部門 坂 田 桐 子

環境科学部門 小 野 寺 真 一

人事委員会 環境科学部門 鈴 木 俊 哉

委員長 （2次選挙） 宇 田 川 眞 行 環境科学部門 フンク，カロリン

委員 （教授会選出） 坂 田 省 吾 文明科学部門 平 手 友 彦

（教授会選出） 佐 藤 正 樹 文明科学部門 城 戸 光 世

（教授会選出） 戸 田 昭 彦 文明科学部門 ｼｭﾗﾙﾌﾟ，ﾊﾝｽ ﾐﾋｬｴﾙ

（教授会選出） 三 木 直 大

教務委員会委員長 山 﨑 岳

佐 竹 昭

教育領域委員会委員長 和 田 正 信

行動科学講座 山 﨑 昌 廣

人間文化研究講座 青 木 孝 夫

環境自然科学講座 開 發 一 郎

情報システム研究講座 西 村 浩 二

社会文明研究講座 町 田 宗 鳳

地域研究講座 岡 本 勝

21世紀科学プロジェクト委員会選出

副研究科長(学術・社会連携担当)

副研究科長（学術・社会連携担当）

21世紀科学プロジェクト委員会委員長
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教務委員会 研究科入学試験合格者判定委員会

委員長 山 﨑 岳 委員長 研究科長 吉 田 光 演

委員 人間科学部門長 髙 橋 憲 雄 委員 副研究科長（大学院担当） 山 﨑 岳

環境科学部門長 畠 中 憲 之 人間科学部門（部門長） 髙 橋 憲 雄

文明科学部門長 三 木 直 大 環境科学部門（部門長） 畠 中 憲 之

生命科学研究領域 石 田 敦 彦 文明科学部門（部門長） 三 木 直 大

人間行動研究領域 坂 田 省 吾 入学試験委員会委員長 浴 野 稔 一

身体運動科学研究領域 船 瀬 広 三 入試委員会委員 生命科学研究領域 山 﨑 岳

言語研究領域 小 川 泰 生 人間行動研究領域 入 戸 野 宏

人間存在研究領域 青 木 孝 夫 身体運動科学研究領域 山 﨑 昌 廣

自然環境研究領域 奥 田 敏 統 言語研究領域 町 田 章

総合物理研究領域 東 谷 誠 二 人間存在研究領域 桑 島 秀 樹

情報システム環境研究領域 岩 沢 和 男 自然環境研究領域 佐 藤 高 晴

社会環境研究領域 西 村 雄 郎 総合物理研究領域 田 中 晋 平

文明史基礎研究領域 大 池 真 知 子 情報システム環境研究領域 田 島 浩 一

地域研究領域 田 中 暁 社会環境研究領域 淺 野 敏 久

21世紀科学プロジェクト委員会委員長 佐 竹 昭 文明史基礎研究領域 長 坂 格

地域研究領域 田 原 光 広

国際交流委員会 委員長推薦 佐 竹 昭

委員長 坂 田 省 吾

委員 教務委員会選出 坂 田 省 吾 21世紀科学プロジェクト委員会

教務委員会選出 大 池 真 知 子 委員長 佐 竹 昭

教育領域委員会選出 フンク，カロリン 委員 副研究科長（大学院担当） 山 﨑 岳

教育領域委員会選出 向 谷 博 明 言語と情報研究プロジェクト 安 仁 屋 宗 正

留学生担当教員 河 本 尚 枝 リスク研究プロジェクト 堀 江 剛

小 川 泰 生 文明と自然研究プロジェクト 佐 竹 昭

資源エネルギー研究プロジェクト 佐 藤 高 晴

研究科入学試験委員会 平和科学研究プロジェクト 布 川 弘

委員長 浴 野 稔 一 教養教育研究開発プロジェクト 平 手 友 彦

委員 生命科学研究領域 山 﨑 岳

人間行動研究領域 入 戸 野 宏 リサーチマネージャー養成プログラム運営委員会

身体運動科学研究領域 山 﨑 昌 廣 委員長 布 川 弘

言語研究領域 町 田 章 委員 安 仁 屋 宗 正

人間存在研究領域 桑 島 秀 樹 岩 永 誠

自然環境研究領域 佐 藤 高 晴 佐 竹 昭

総合物理研究領域 田 中 晋 平 戸 田 昭 彦

情報システム環境研究領域 田 島 浩 一 中 村 純

社会環境研究領域 淺 野 敏 久 堀 江 剛

文明史基礎研究領域 長 坂 格 町 田 宗 鳳

地域研究領域 田 原 光 広 山 﨑 岳

委員長推薦 佐 竹 昭 吉 田 光 演

青 木 利 夫

淺 野 敏 久

稲 垣 知 宏

小 野 寺 真 一

佐 藤 高 晴

広島大学留学交流プログラム部会委員
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教育領域委員会 放射性同位元素委員会

委員長 和 田 正 信 委員長 放射線取扱主任者 山 﨑 岳

委員 人間探求領域 ◎ 船 瀬 広 三 委員 副研究科長（学術・社会連携担当） 岩 永 誠

人間探求領域 林 光 緒 石 原 康 宏

人間探求領域 堀 江 剛 梶 原 行 夫

人間探求領域 井 口 容 子 放射線障害防止管理者 木 船 直 人

自然探求領域 ◎ 海 堀 正 博

自然探求領域 荻 田 典 男 安全衛生委員会

自然探求領域 斎 藤 祐 見 子 委員長 研究科長 吉 田 光 演

自然探求領域 向 谷 博 明 副委員長 平 山 恭 之

社会探究領域 ◎ 長 田 浩 彰 委員 杉 浦 義 典

社会探究領域 要 田 圭 治 根 平 達 夫

社会探究領域 フンク，カロリン 桑 島 秀 樹

社会探究領域 材 木 和 雄 田 口 健

河 本 尚 枝

丸 田 孝 志

学部入学試験委員会 森 本 康 彦

委員長 林 光 緒 山 﨑 岳

委員 人間探求領域 長 谷 川 博 竹 田 一 彦

人間探求領域 石 川 雅 隆 上 西 幸 治

人間探求領域 島 谷 謙

自然探求領域 河 原 明

自然探求領域 田 口 健

自然探求領域 竹 田 一 彦

社会探究領域 青 木 利 夫

社会探究領域 長 坂 格

社会探究領域 隠 岐 さ や 香

学部入学試験合格者判定委員会

委員長 学部長 吉 田 光 演

委員 副学部長（学部担当） 和 田 正 信

入学試験委員会委員長 林 光 緒

学部卒業者判定委員会

委員長 （学部長） 吉 田 光 演

委員 副学部長（学部担当） 和 田 正 信

人間探求領域（教育領域主任） 船 瀬 広 三

自然探求領域（教育領域主任） 海 堀 正 博

社会探究領域（教育領域主任） 長 田 浩 彰

※◎は，教育領域主任

行動科学講座選出（放射線取扱副主任者）

環境自然科学講座選出（放射線取扱主任者）
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平成26年度

研究科代議員会 評価委員会

研究科長 吉 田 光 演 委員長 研究科長補佐（評価担当） 布 川 弘

副研究科長（学術・社会連携担当） 岩 永 誠 委員 人間科学部門長 坂 田 省 吾

副研究科長（大学院担当） 山 﨑 岳 環境科学部門長 畠 中 憲 之

副研究科長（学部担当） 吉 村 慎 太 郎 文明科学部門長 髙 谷 紀 夫

副研究科長（総務担当） 木 船 直 人 人間科学部門 柴 田 美 紀

研究科長補佐（教養教育担当） 乾 雅 祝 環境科学部門 石 坂 智

研究科長補佐（評価担当） 布 川 弘 文明科学部門 荒 見 泰 史

研究科長補佐（高大連携担当） 荻 田 典 男 教務委員会選出 石 田 敦 彦

（部門長） 淺 野 敏 久

人間科学部門 坂 田 省 吾 教育領域委員会選出 井 口 容 子

環境科学部門 畠 中 憲 之 人事委員会選出 古 川 康 雄

文明科学部門 髙 谷 紀 夫 副研究科長（総務担当） 木 船 直 人

（講座主任）

行動科学講座 坂 田 桐 子 研究倫理委員会

人間文化研究講座 高 橋 憲 雄 委員長 山 﨑 昌 廣

環境自然科学講座 戸 田 昭 彦 委員 人間科学部門 堀 江 剛

情報システム研究講座 相 原 玲 二 環境科学部門 山 田 俊 弘

社会文明研究講座 材 木 和 雄 文明科学部門 崔 真 碩

地域研究講座 要 田 圭 治 細則　第３条（3） 小 川 景 子

（委員長）

人事委員会委員長 樫 原 修 財務委員会

教務委員会委員長 山 﨑 岳 委員長 水 羽 信 男

堀 江 剛 委員 岩 永 誠

広報・出版委員会委員長 辻 学 行動科学講座 浮 穴 和 義

人間文化研究講座 桑 島 秀 樹

人事特別委員会 環境自然科学講座 小 野 寺 真 一

委員長 岩 永 誠 情報システム研究講座 長 登 康

委員 副研究科長（大学院担当） 山 﨑 岳 社会文明研究講座 平 手 友 彦

副研究科長（学部担当） 吉 村 慎 太 郎 地域研究講座 丸 田 孝 志

副研究科長（総務担当） 木 船 直 人

人事委員会委員長 樫 原 修 広報・出版委員会

人事委員会委員(教授会選出) 青 木 孝 夫 委員長 辻 学

人事委員会委員(教授会選出) 海 堀 正 博 委員 人間科学部門 和 田 正 信

人事委員会委員(教授会選出) 坂 田 省 吾 人間科学部門 鎌 田 勇

人事委員会委員(教授会選出) 三 木 直 大 人間科学部門 坂 田 桐 子

環境科学部門 宗 尻 修 治

人事委員会 環境科学部門 小 澤 久

委員長 （教授会選出） 樫 原 修 環境科学部門 匹 田 篤

委員 （教授会選出） 青 木 孝 夫 文明科学部門 長 坂 格

（教授会選出） 海 堀 正 博 文明科学部門 城 戸 光 世

（教授会選出） 坂 田 省 吾 文明科学部門 ｼｭﾗﾙﾌﾟ，ﾊﾝｽ ﾐﾋｬｴﾙ

（教授会選出） 三 木 直 大

行動科学講座 古 川 康 雄

人間文化研究講座 安 仁 屋 宗 正

環境自然科学講座 浴 野 稔 一

情報システム研究講座 西 村 浩 二

社会文明研究講座 町 田 宗 鳳

地域研究講座 岡 本 勝

教務委員会委員長 山 﨑 岳

堀 江 剛

教育領域委員会委員長 吉 村 慎 太 郎

21世紀科学プロジェクト委員会選出

副研究科長(学術・社会連携担当)

副研究科長（学術・社会連携担当）

21世紀科学プロジェクト委員会委員長

21世紀科学プロジェクト委員会委員長
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教務委員会 研究科入学試験合格者判定委員会

委員長 山 﨑 岳 委員長 研究科長 吉 田 光 演

委員 人間科学部門長



教育領域委員会 放射性同位元素委員会

委員長 副学部長（学部担当） 吉 村 慎 太 郎 委員長 放射線取扱主任者 山 﨑 岳

副委員長 船 瀬 広 三 委員 副研究科長（学術・社会連携担当） 岩 永 誠

副委員長 海 堀 正 博 石 原 康 宏

副委員長 長 田 浩 彰 梶 原 行 夫

委員 人間探究領域 入 戸 野 宏 放射線障害防止管理者 木 船 直 人

人間探究領域 堀 江 剛

人間探究領域 井 口 容 子 安全衛生委員会

自然探究領域 東 谷 誠 二 委員長 研究科長 吉 田 光 演

自然探究領域 斎 藤 祐 見 子 委員 衛生管理者 山 田 俊 弘

自然探究領域 向 谷 博 明 衛生管理者 橋 原 孝 博

社会探究領域 平 手 友 彦 衛生管理者

社会探究領域 フンク，カロリン・E．H． 薬品管理システム管理者

社会探究領域 佐 々 木 宏 衛生管理者 桑 島 秀 樹

衛生管理者 田 口 健

学部入学試験委員会 衛生管理者 河 本 尚 枝

委員長 久 我 ゆ か り 衛生管理者 的 場 い づ み

委員 人間探究領域 船 瀬 広 三 衛生管理者 澁 谷 一 博

人間探究領域 石 川 雅 隆 薬品管理システム管理者 山 﨑 岳

人間探究領域 高 橋 憲 雄 薬品管理システム管理者 竹 田 一 彦

自然探究領域 森 本 康 彦 内規　第３条（5） 上 西 幸 治

自然探究領域 石 坂 智

自然探究領域 竹 田 一 彦

社会探究領域 青 木 利 夫

社会探究領域 長 坂 格

社会探究領域 匹 田 篤

学部入学試験合格者判定委員会

委員長 学部長 吉 田 光 演

委員 副学部長（学部担当） 吉 村 慎 太 郎

入学試験委員会委員長 久 我 ゆ か り

学部卒業者判定委員会

委員長 学部長 吉 田 光 演

委員 副学部長（学部担当） 吉 村 慎 太 郎

人間探究領域 教育領域主任 船 瀬 広 三

自然探究領域 教育領域主任 海 堀 正 博

長 田 浩 彰

根 平 達 夫

人間探究領域 教育領域主任

自然探究領域 教育領域主任

社会探究領域 教育領域主任

行動科学講座選出（放射線取扱副主任者）

環境自然科学講座選出（放射線取扱主任者）

社会探究領域 教育領域主任
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表5-2-3　役職員・部門長・講座主任など一覧

役職員（平成24年度～平成26年度）

役職名 平成24年度 平成25年度 平成26年度

研究科長・学部長 吉 田 光 演 吉 田 光 演 吉 田 光 演
副研究科長・副学部長（学術・社会連携担
当）・評議員

岩 永 誠 岩 永 誠 岩 永 誠

副研究科長・副学部長（学部担当） 和 田 正 信 和 田 正 信 吉 村 慎 太 郎

副研究科長・副学部長（大学院担当） 山 﨑 岳 山 﨑 岳 山 﨑 岳
副研究科長・副学部長（総務担当）・
支援室長

嶋 市 敬 木 船 直 人 木 船 直 人

研究科長補佐 吉 村 慎 太 郎 吉 村 慎 太 郎 乾 雅 祝

〃 水 羽 信 男 水 羽 信 男 布 川 弘

〃 畠 中 憲 之 畠 中 憲 之 荻 田 典 男

部門長（平成24年度～平成26年度）

役職名 平成24年度 平成25年度 平成26年度

人間科学部門 髙 橋 憲 雄 髙 橋 憲 雄 坂 田 省 吾

環境科学部門 於 保 幸 正 畠 中 憲 之 畠 中 憲 之



表 5-2-4  審議機関 

 
大学院総合科学研究科（平成 24 年度～平成 26 年度） 

名 称 審 議 事 項 構 成 員 議 長 

開催回数 

平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

研究科長 

室会議 

・研究科及び学部の業務の企

画立案等 

研究科長 

副研究科長 

研究科長補佐 

その他必要と認める者 

研究科長 37 回 44 回 47 回 

研究科 

教授会 

・長期的な目標，中期目標・

中期計画及び年度計画にお

ける教育，研究及び社会貢

献活動に関する事項 

・教員の人事に関する事項 

・学生の受入れと身分に関す

る事項 

・学位の授与に関する事項 

・教育課程に関する事項 

・研究活動に関する事項 

・社会貢献活動に関する事 

 項 

・諸規則の制定及び改廃に関

する事項 

・その他研究科長が必要と認

めた事項 

研究科長 

副研究科長 

研究科長補佐 

研究科専任の教授 

その他必要と認める者 

研究科長 24 回 23 回 24 回 

研究科 

代議員会 

・教員の人事に関する事項(専

任教員の採用･昇任･懲戒等

を除く。) 

・学生の受入れと身分に関す

る事項(入学･懲戒等を除

く。) 

・学位の授与に関する事項(博

士の学位審査を除く。) 

・教育課程に関する事項 

・研究活動に関する事項 

・社会貢献活動に関する事項 

・諸規則の制定及び改廃に関

する事項 

・その他研究科長が必要と認

めた事項 

研究科長 

副研究科長 

研究科長補佐 

部門長 

講座主任 

人事委員会委員長 

教務委員会委員長 

21世紀科学プロジェクト

委員会委員長 

広報・出版委員会委員長 

その他必要と認める者 

研究科長 11 回 12 回 11 回 
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総合科学部（平成 24 年度） 

名 称 審 議 事 項 構 成 員 議 長 

開催回

数 

平成 

24 年度 

学部 

教授会 

・長期的な目標，中期目標・中期計画

及び年度計画における教育，研究及

び社会貢献活動に関する事項 

・教員の人事に関する事項 

・学生の受入れと身分に関する事項 

・学位の授与に関する事項 

・教育課程に関する事項 

・社会貢献活動に関する事項 

・諸規則の制定及び改廃に関する事項 

・その他学部長が必要と認めた事項 

学部長 

副学部長 

学部長補佐 

学部専任の教授 

その他必要と認める者 
学部長 13 回 

学部 

代議員会 

・学生の受入れ及び身分に関する事項

(入学･懲戒等を除く。) 

・教育課程に関する事項 

・社会貢献活動に関する事項 

・諸規則の制定及び改廃に関する事項 

・その他学部長が必要と認めた事項 

学部長 

副学部長 

学部長補佐 

プログラム主任 

プログラム委員会委員長 

広報・出版委員会委員長 

その他必要と認める者 

学部長 0 回 

 

総合科学部（平成 25 年度～平成 26 年度） 

名 称 審 議 事 項 構 成 員 議 長 

開催回数 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

学部 

教授会 

・長期的な目標，中期目標・中期計画

及び年度計画における教育，研究及

び社会貢献活動に関する事項 

・教員の人事に関する事項 

・学生の受入れと身分に関する事項 

・学位の授与に関する事項 

・教育課程に関する事項 

・社会貢献活動に関する事項 

・諸規則の制定及び改廃に関する事項 

・その他学部長が必要と認めた事項 

学部長 

副学部長 

学部長補佐 

学部併任教授 

その他必要と認める者 

学部長 12 回 12 回 

学部 

代議員会 

・教授会が定める 学部長 

副学部長 

学部長補佐 

教育領域委員会委員長 

教育領域主任 

広報・出版委員会委員長 

その他必要と認める者 

学部長 0 回 0 回 
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平成24年度

開催日時 テーマ 参加人数 講師

平成23年度総合科学推進プロジェクト研究成果の発表につ
いて

「時間情報処理に関する脳科学研究プロジェクト」 坂田　省吾

「「所有する幸せ」と「行動する幸せ」について，人がそ
の一方を重視する要因・因子の解明と，それら要因・因子
の日米間における比較考察に関する研究」

早瀬　光司

「分子動力学アプローチによる群集行動の研究」 畠中　憲之

「新たに発見した脳内食欲調節因子の合成法の確立と生理
機能解析」

浮穴　和義

第2回
2月20日(水)

14：00～15：00
ティーチング・アシスタント制度を活かした教育改善
－その動向と展望－

67人
丸山　恭司

（広島大学大学院教育学
研究科教授）

平成25年度

開催日時 テーマ 参加人数 講師

第1回
7月4日(水)

15：00～17：00
大学と教養教育－戦後日本における模索 108人

吉田　文
（早稲田大学教育・総合

科学学術院教授）

第2回
7月31日(水)

16：00～17：00
総合科学部新プログラムの進行状況 89人 和田　正信

第3回
10月23日(水)

15：15～16：10
研究大学強化促進事業における本学の具体の取組 101人

吉田　総仁
（理事・副学長（研究担

当））

第4回
12月18日(水)

15：20～16：20
「国立大学改革プラン」についての意見交換 101人 吉田　光演

第5回
3月5日(水)

13：50～15：00

情報セキュリティ講習
～広島大学での最新のセキュリティトラブルの事例とその
対策について紹介するもの～

73人 岸塲　清悟

平成24年度総合科学推進プロジェクト研究成果発表

「新たに発見した脳内食欲調節因子の合成法の確立と生理
機能解析」

浮穴　和義

「スェーデンにおける「人の幸せ」に関する調査研究，及
び，その日米スェーデン間の比較考察研究」

早瀬　光司

「タンパク質の立体構造と物性を探る：蛍光検出円二色性
（FDCD）分光法の新展開」

石田　敦彦

「大規模津波の上水道水水源と生活用水への影響評価と復
旧アルゴリズムの試験的構築」

開發　一郎

「環境未来都市へ向けて大学は如何に地方のモデルになり
得るか」

佐藤　高晴

平成26年度

開催日時 テーマ 参加人数 講師

第1回
11月26日(水)

14：00～14：55
セクシャルマイノリティについて 54人

北仲　千里
（ハラスメント相談室

准教授）

第2回
1月27日(水)

14：30～15：25
ディープ・アクティブラーニングの考え方と方法 85人

松下　佳代
（京都大学高等教育研究
開発推進センター教授）

総合科学推進プロジェクト研究成果発表

「韓国人における「人の幸せ」に関する調査研究，及び，
その日本人米国白人スェーデン人米国黒人韓国人間の比較
考察研究」

早瀬　光司

「冷戦期のアジア・太平洋地域に関する総合科学研究」 水羽　信男

総合科学推進プロジェクト研究成果発表

「脳内炎症による行動の変容と神経障害の統合解析」 石原　康宏

「タンパク質の構造を探る新手法の確立を目指して～蛍光
検出円二色性（FDCD)分光法の基礎的研究～」

石田　敦彦

「生命理解のための実験的モデル　環境に駆動されない自
律的非平衡定常系の構築」

田中　晋平

「熱帯生産林における選択的伐採後の土壌炭素量の変化の
解明；気候変動抑止のための新たな国際的枠組みのため
に」

山田　俊弘

「持続可能な社会に向けて，大学は如何に地域のモデルに
なり得るか」

佐藤　高晴

「生成消滅する境界の総合科学的考察」 乾　　雅祝

第4回
3月19日(水)

14：00～15：40
81人

第3回
3月4日(水)

15：10～15：30
97人

3月19日(水)
11：00～12：00

第6回 45人

表5-2-5 総合科学研究科・総合科学部FD実施状況

第1回
7月25日(水)

13：50～14：50
72人
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